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証券コード：5988

第102回　定時株主総会

招集ご通知
開催日時
平成30年６月26日(火曜日) 午前10時
受付開始 午前９時

開催場所
神奈川県横浜市保土ケ谷区狩場町179番地
当社横浜テクニカルセンター　４階ホール

議　　案
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役

を除く。）５名選任の件
第３号議案 監査等委員である取締役３名選任

の件
第４号議案 補欠の監査等委員である取締役１

名選任の件

株主総会にご出席いただけない場合

郵送またはインターネット等により議決権を行使くだ
さいますようお願い申しあげます。
議決権行使期限
平成30年６月25日(月曜日) 午後５時30分まで

株式会社パイオラックス

表紙
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ごあいさつ

株主の皆様へ

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
第102回定時株主総会を６月26日（火曜日）に開催いた
しますので、ここに「招集ご通知」をお届けいたします。
また、第102期の概況と今後の取り組みについて、ご報
告申しあげますのでご高覧いただければ幸いです。

代表取締役社長 島 津 幸 彦
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株主各位 証券コード 5988
平成30年６月６日

神奈川県横浜市保土ケ谷区岩井町51番地

株式会社パイオラックス
代 表 取 締 役 社 長 島 津  幸 彦

第102回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第102回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご出席くださいますよう
ご通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面またはインターネット等により議決権を行使すること
ができますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、後述のご案内
に従って平成30年６月25日（月曜日）営業時間終了の時（午後５時30分）までに議決権を行使
してくださいますようお願い申しあげます。

敬具

議決権行使のご案内

株主総会への出席により
議決権を行使していただく場合

当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会
場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。また、
資源節約のため、本「招集ご通知」をご持参くださいますよう
お願い申しあげます。

書面により
議決権を行使していただく場合

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき､
平成30年６月25日（月曜日）営業時間終了の時
（午後５時30分）までに到着するようご投函くださいます
ようお願い申しあげます。

インターネット等により
議決権を行使していただく場合

【インターネット等による議決権行使のご案内】をご高覧の上､
平成30年６月25日（月曜日）午後５時30分まで
にご行使くださいますようお願い申しあげます。
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記

1 日　　時 平成30年６月26日（火曜日）午前10時

2 場　　所 神奈川県横浜市保土ケ谷区狩場町179番地
当社横浜テクニカルセンター　４階ホール
（末尾の「定時株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）

3 目的事項 報告事項 1．第102期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）
事業報告の内容、連結計算書類の内容ならびに会計監査人及び
監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件

2．第102期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）
計算書類の内容報告の件

決議事項 第1号議案 剰余金の処分の件
第2号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件
第3号議案 監査等委員である取締役３名選任の件
第4号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

4 議決権行使等につ
いてのご案内 4頁に記載の【議決権行使等についてのご案内】をご参照ください。

以　上

◦ 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。ま
た、資源節約のため、本「招集ご通知」をご持参くださいますようお願い申しあげます。

◦ 当社は、法令及び当社定款第19条の規定に基づき、提供すべき書面のうち次に掲げる事項をインターネット上の当社ウェブ
サイト（https://www.piolax.co.jp/）に掲載しておりますので、本株主総会招集ご通知の提供書面には記載しておりませ
ん。
・連結計算書類の連結注記表
・計算書類の個別注記表

◦ 監査等委員会が監査報告書を、会計監査人が会計監査報告書をそれぞれ作成するに際して監査した連結計算書類及び計算書
類には、本提供書面記載のもののほか、この「連結注記表」及び「個別注記表」として表示すべき事項も含まれておりま
す。

◦ 株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサ
イト（https://www.piolax.co.jp/）において、修正後の事項を掲載させていただきます。
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議決権行使等についてのご案内

議決権は、以下の3つの方法により行使いただくことができます。

株主総会にご出席される場合
議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。（ご捺印は不要です。）

日 時 平成30年６月26日（火曜日）午前10時（受付開始：午前９時）
場 所 当社横浜テクニカルセンター　４階ホール

（末尾の「定時株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）

郵送で議決権を行使される場合
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、切手を貼らずにご投函ください。

行使期限 平成30年６月25日（月曜日）午後５時30分到着分まで

インターネット等で議決権を行使される場合
パソコン、スマートフォン等から議決権行使ウェブサイト（https://www.web54.net）にアクセス
し、同封の議決権行使書用紙に記載された「議決権行使コード」及び「パスワード」をご入力いただ
き、画面の案内にしたがって賛否をご入力ください。

行使期限 平成30年６月25日（月曜日）午後５時30分まで

① 株主様以外の方による不正アクセス（“なりすまし”）や議決権行使内容の改ざんを防止するため、ご利用の株
主様には、議決権行使サイト上で「パスワード」の変更をお願いすることとなりますのでご了承ください。

② 株主総会の招集の都度、新しい「議決権行使コード」及び「パスワード」をご通知いたします。
③ 議決権行使ウェブサイトへのアクセスに際して発生する費用（インターネット接続料金・電話料金等）は株

主様のご負担となります。
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インターネット等による議決権行使のご案内

インターネット等により議決権を行使される場合は、パソコン、スマートフォン等から当社の指定する議決権行使ウェ
ブサイトにアクセスし、画面の案内に従ってご行使くださいますようお願い申しあげます。

当社の指定する議決権行使ウェブサイト https://www.web54.net
バーコード読取機能付のスマートフォン等を利用して右上の2次元コードを読み取り、議決権行使ウェブサイトに接続することも可能で
す。なお、操作方法の詳細についてはお手持ちのスマートフォン等の取扱説明書をご確認ください。

議決権行使期限：平成30年６月25日（月曜日）午後５時30分まで
❶ 議決権行使サイトへアクセス ❷ ログインする ❸ パスワードの入力

https://www.web54.net　「次へすす
む」をクリック

お手元の議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」を入力し、「ログ
イン」をクリック

お手元の議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」を入力し、「次へ」をク
リック

※ ご自身で「パスワード」を設定されていない株主
様は、新しい「パスワード」をご登録していただ
く必要があります。

以降は画面の入力案内に従って賛否をご入力ください。
※ インターネット等により複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使として取り扱

わせていただきます。
※ インターネット等と書面の両方で議決権行使をされた場合は、インターネット等を有効な議決権行使としてお取り扱いいた

します。

インターネット等による議決
権行使に関するお問い合わせ

三井住友信託銀行 証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル
フリーダイヤル 0120-652-031（受付時間 9:00～21:00）

機関投資家の皆様へ
　議決権行使の方法として、株式会社ICJが運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただけます。
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<ご参考＞

（注）平成29年４月１日（第102期）を効力発生日として普通株式１株につき３株の株式分割を行ってお
ります。第101期以前の配当は、株式分割後の値に調整しております。

第99期 第100期 第103期
（予想）
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（単位：円）配当金の推移　■中間　■期末

招
集
ご
通
知

事
業
報
告

計
算
書
類

連
結
計
算
書
類

監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

2018/05/30 13:05:11 / 17369447_株式会社パイオラックス_招集通知（Ｃ）

株主総会参考書類
議案及び参考事項

第1号議案 剰余金の処分の件
当社は、株主の皆様への利益還元の充実と経営基盤強化のための内部留保の充実策をバランスよく行うことを基本方
針といたしております。当期の期末配当及びその他の剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存
じます。

1．期末配当に関する事項
(1) 配当財産の種類 金銭。
(2) 配当財産の割当てに関する事項

及びその総額
当社普通株式1株につき記念配当（創業85周年記念）5円を加え、
金 28円といたしたいと存じます。
なお、この場合の配当総額は1,039,346,644円となります。
これにより、中間配当金（1株につき17円）と合わせまして年
間配当金は1株につき45円となります。

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日 平成30年６月27日

2．その他の剰余金の処分に関する事項
(1) 増加する剰余金の項目とその額 別途積立金 3,300,000,000円
(2) 減少する剰余金の項目とその額 繰越利益剰余金 3,300,000,000円

6
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第2号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件
　取締役（監査等委員である取締役を除きます。以下、本議案において同じです。）全員（４名）は、本総会終結の
時をもって任期満了となります。つきましては、経営体制の強化のため社外取締役１名を増員し、取締役５名の選任
をお願いするものであります。
　なお、本議案につきましては、監査等委員会において検討を行った結果、特段指摘すべき事項はない旨を確認して
おります。
　取締役候補者は次のとおりであります。

候補者番号 氏　名 現在の地位及び担当等 属　性

1 か

加
 

 
 と う  

藤
　

　
 か ず  

一
 

 
 ひ こ  

彦 代表取締役会長
取締役会議長 再 任

2  し ま  

島
 

 
づ

津
　

　
 ゆ き  

幸
 

 
 ひ こ  

彦
代表取締役社長
営業部門統括
武漢百楽仕汽車精密配件有限公司董事長
東莞百楽仕汽車精密配件有限公司董事長

再 任

3  な が  

永
 

 
 み ね  

峯
　

　
 み ち  

道
 

 
お

男
常務取締役
企画管理部門統括・購買部門統括・
ＩＴ部門統括・関係会社統括

再 任

4 さ

佐
 

 
 と う  

藤
　

　
 せ い  

精
 

 
 い ち  

一
常務取締役
設計部門統括・生産物流部門統括・
品質保証部門統括

再 任

5  お か  

岡  　 
とおる

徹 新 任 社 外

再 任 再任取締役候補者 新 任 新任取締役候補者 社 外 社外取締役候補者

7
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候補者
番　号 1 か

加
 

 
 と う  

藤
　

　
 か ず  

一
 

 
 ひ こ  

彦（昭和15年４月12日生）

再　任
所有する当社の株式数… 1,005,000株

略歴、当社における地位及び担当
昭和41年10月 当社入社
昭和43年11月 当社取締役資材部長
昭和52年 ６ 月 当社常務取締役

昭和59年 ６ 月 当社取締役社長
平成22年 ４ 月 当社取締役会長（現任）

担当
取締役会議長

取締役候補者とした理由等
昭和59年６月から平成22年３月に至るまで、当社代表取締役社長を務め、この期間を通して当社の発展をリードし、当社の企業
文化の形成の要として会社に貢献してきました。平成22年４月当社代表取締役会長就任後は、平成23年１月から平成28年６月ま
で、医療製品専門子会社の取締役会長を歴任するなど、事業戦略の展開という面から、広く当社グループを指導しております。
このような経験、培われた見識や人脈は、引き続き当社取締役会議長として、取締役会の意思決定に資するとともに、当社事業
のグローバル展開や企業価値向上に有益であると判断し、取締役候補者といたしました。

候補者
番　号 2  し ま  

島
 

 
づ

津
　

　
 ゆ き  

幸
 

 
 ひ こ  

彦（昭和32年９月10日生）

再　任
所有する当社の株式数… 47,100株

略歴、当社における地位及び担当
昭和56年 ３ 月 当社入社
平成11年 ７ 月 当社海外営業部長
平成13年 ８ 月 パイオラックス　コーポレーション

取締役社長

平成17年 ６ 月 当社取締役
平成18年 ６ 月 当社取締役兼海外営業部長
平成22年 ４ 月 当社取締役社長（現任）

担当
営業部門統括

重要な兼職の状況
武漢百楽仕汽車精密配件有限公司董事長
東莞百楽仕汽車精密配件有限公司董事長

取締役候補者とした理由等
平成22年４月から現在に至るまで、当社代表取締役社長を務め、「ONE PIOLAX」を合言葉に国内外における当社グループの発
展をリードしてきました。また平成13年８月から平成18年５月まで、米国において子会社社長に就任し、現在も中国における２
つの子会社の董事長（会長）を兼任するなど、当社のグローバル化に貢献しております。
このような経験、培われた見識や人脈は、引き続き当社取締役会の意思決定に資するとともに、当社事業のグローバル展開や企
業価値向上に有益であると判断し、取締役候補者といたしました。

8
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候補者
番　号 3  な が  

永
 

 
 み ね  

峯
　

　
 み ち  

道
 

 
お

男（昭和32年３月15日生）

再　任
所有する当社の株式数… －株

略歴、当社における地位及び担当
昭和54年 ４ 月 日本開発銀行（現日本政策投資銀行）入行
平成15年 ６ 月 日本政策投資銀行情報企画部長
平成19年 ６ 月 当社参与
平成19年 ７ 月 当社参与ＥＲＰ推進部長
平成20年 ４ 月 当社参与購買部長

平成20年 ６ 月 当社取締役購買部長
平成24年 ６ 月 当社取締役ＨＲ室長
平成25年 ４ 月 当社常務取締役ＨＲ室長
平成27年 ４ 月 当社常務取締役（現任）

担当
企画管理部門統括・購買部門統括・ＩＴ部門統括・関係会社統括

取締役候補者とした理由等
平成25年４月から現在に至るまで当社常務取締役を務め、企画管理部門、購買部門、ＩＴ部門、関係会社の統括責任者として当
社の発展に貢献しております。また平成19年６月の当社入社の前職は日本政策投資銀行の経営幹部に就任するなど、ＩＴ・財務
部門に精通し相当の知見を有しております。
このような経験、培われた見識や人脈は、引き続き当社取締役会の意思決定に資するとともに、当社事業のグローバル展開や企
業価値向上に有益であると判断し、取締役候補者といたしました。

候補者
番　号 4 さ

佐
 

 
 と う  

藤
　

　
 せ い  

精
 

 
 い ち  

一（昭和30年５月31日生）

再　任
所有する当社の株式数… 25,500株

略歴、当社における地位及び担当
昭和53年 ３ 月 当社入社
平成14年10月 ㈱パイオラックスオーシーシステムズ取締役

社長
平成16年 ４ 月 当社執行役員・㈱パイオラックスオーシーシ

ステムズ取締役社長

平成23年 ６ 月 当社取締役常務執行役員・設計部長
平成26年 ６ 月 当社常務取締役・設計部長
平成29年 ６ 月 当社常務取締役（現任）

担当
設計部門統括・生産物流部門統括・品質保証部門統括

取締役候補者とした理由等
平成26年６月から現在に至るまで当社常務取締役を務め、設計部門、生産物流部門、品質保証部門の統括責任者として当社の発
展に貢献しております。また平成14年10月から平成17年９月まで当社子会社社長に就任していた経験を有しており、設計、生産
のみならず財務にも知見を有しております。
このような経験、培われた見識や人脈は、引き続き当社取締役会の意思決定に資するとともに、当社事業のグローバル展開や企
業価値向上に有益であると判断し、取締役候補者といたしました。
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候補者
番　号 5 お か

岡　
と お る

徹
新　任 社　外

（昭和25年２月26日生） 所有する当社の株式数… －株

略歴、当社における地位及び担当
昭和47年 ４ 月 東洋工業㈱（現　マツダ㈱）入社
昭和61年 ４ 月 米国マツダ生産子会社
平成
平成
平成
平成

４
９
14
16

年
年
年
年

４
４
６
４

月
月
月
月

マツダ㈱購買本部
同社　購買本部第１部品購買部長
同社　執行役員
同社　執行役員購買本部長

平成18年 ４ 月 同社　常務執行役員
平成22年 ６ 月 ダイキョーニシカワ㈱代表取締役社長
平成27年 ６ 月 同社　取締役相談役
平成28年 ８ 月 ㈱石﨑本店社外取締役（現任）
平成30年 ３ 月 ダイキョーニシカワ㈱退社

重要な兼職の状況
㈱石﨑本店社外取締役

社外取締役候補者とした理由等
平成22年６月から平成27年６月までダイキョーニシカワ㈱の代表取締役社長を務めた経験があり、また平成28年８月から現在に
至るまで㈱石﨑本店の社外取締役に就任するなど、経営に携わっておりました。またマツダ㈱に在籍時には米国勤務を経験する
など、国内外の豊富な経験、知見を有しております。
このような経験、培われた見識や人脈は、当社取締役会の意思決定に資するとともに、当社事業のグローバル展開や企業価値向
上に有益であると判断し、社外取締役候補者といたしました。
(注) １．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２．岡徹氏は、社外取締役候補者であります。
３．岡徹氏は東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、同氏の選任が承認された場合には、独立役員として指定する予定で

あります。
４．岡徹氏が取締役に就任した場合には、当社は同氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定

する契約を締結する予定であります。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額といたします。
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第3号議案 監査等委員である取締役３名選任の件
　監査等委員である取締役全員（３名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、監査等委
員である取締役３名の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
　監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番　号 1  な が  

長
 

 
 む ら  

村 
ゆ

由
き

紀
お

夫（昭和31年２月19日生）

再　任
所有する当社の株式数… 10,200株

略歴、当社における地位
昭和53年 ４ 月 ㈱日本興業銀行（現　㈱みずほ銀行）入行
平成16年 ５ 月 当社入社
平成16年12月 当社経営管理部長・ＩＲ室長
平成23年 ８ 月 当社参与・経営管理部長・㈱パイオラックス

ビジネスサービス取締役社長

平成28年 ６ 月 当社取締役（監査等委員・常勤）（現任）
平成28年 ６ 月 ㈱佐賀鉄工所社外監査役（現任）

担当
監査等委員会委員長

重要な兼職の状況
㈱佐賀鉄工所社外監査役

取締役候補者とした理由等
平成28年６月から現在に至るまで当社監査等委員である取締役（常勤）を務め、当社の業務執行の監査等を行うとともに、重要
な経営判断の場において適切な助言及び提言を行ってきました。平成16年12月から平成28年６月まで当社経営管理部長、平成
23年８月から平成28年６月まで当社子会社社長に就任していた経験を有し、経営企画、財務、会計、内部統制など経営管理全般
及びＩＲに相当の知見を有しております。
このような経験、長年培ってきた知識を活かし、客観的立場から、当社の業務執行の監査・監督をお願いしたく、監査等委員で
ある取締役候補者といたしました。

11

監査等委員である取締役選任の件
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候補者
番　号 2  い ま  

今
 

 
 に し  

西
 

　
 ひ ろ  

浩
 

 
 ゆ き  

之
再　任 社　外

（昭和41年９月22日生） 所有する当社の株式数… 300株

略歴、当社における地位
平成10年 ７ 月 公認会計士今西浩之事務所所長（現任）
平成13年10月 ㈱ランシステム取締役
平成15年 ３ 月 イマニシ税理士法人社員（現任）
平成17年 ３ 月 ㈱朝日ネット社外監査役（現任）

平成17年 ６ 月 当社社外監査役
平成20年 ６ 月 ㈱ソケッツ社外監査役（現任）
平成28年 ６ 月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

重要な兼職の状況
公認会計士今西浩之事務所所長
イマニシ税理士法人社員
㈱朝日ネット社外監査役
㈱ソケッツ社外監査役

社外取締役候補者とした理由等
平成17年６月から平成28年６月まで当社社外監査役、平成28年６月の監査等委員会設置会社発足から現在に至るまで当社監査等
委員である社外取締役を務め、当社の業務執行の監査等を行うとともに、重要な経営判断の場において適切な助言及び提言を行
ってきました。
また、公認会計士として会計税務分野において、長年培ってきた知識、経験を活かし、客観的立場から、当社の業務執行の監査・
監督をお願いしたく、監査等委員である社外取締役候補者といたしました。

12
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候補者
番　号 3  あ さ  

浅
 

 
の

野　
 け ん  

謙
 

 
 い ち  

一
再　任 社　外

（昭和42年12月11日生) 所有する当社の株式数… －株

略歴、当社における地位
平成 ８ 年 ４ 月 第一東京弁護士会に弁護士登録

上野・高山法律事務所入所
平成13年 ２ 月 内外テック㈱社外監査役（現任）
平成16年 ６ 月 ㈱芝浦電子社外監査役（現任）
平成16年10月 上野・浅野法律事務所代表（現任）

平成16年11月 保証協会債権回収㈱取締役（現任）
平成23年 ６ 月 当社社外監査役
平成28年 ６ 月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

重要な兼職の状況
上野・浅野法律事務所代表
内外テック㈱社外監査役
㈱芝浦電子社外監査役
保証協会債権回収㈱取締役

社外取締役候補者とした理由等
平成23年６月から平成28年６月まで当社社外監査役、平成28年６月の監査等委員会設置会社発足から現在に至るまで当社監査等
委員である社外取締役を務め、当社の業務執行の監査等を行うとともに、重要な経営判断の場において適切な助言及び提言を行
ってきました。
また、弁護士として法務関連分野において、長年培ってきた知識、経験を活かし、客観的立場から、当社の業務執行の監査・監
督をお願いしたく、監査等委員である社外取締役候補者といたしました。

(注) １．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．今西浩之氏及び浅野謙一氏は、社外取締役候補者であります。
３．今西浩之氏及び浅野謙一氏は、現在、当社の監査等委員である社外取締役でありますが、両氏の在任期間は、本総会終結の時をもって２年と

なります。なお、両氏は、過去に当社の業務執行者でない役員（監査役）であったことがあります。
４．当社は、今西浩之氏及び浅野謙一氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。なお、両氏の選

任が承認された場合には、引き続き独立役員とする予定であります。
５．当社は今西浩之氏及び浅野謙一氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締

結しており、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額としております。なお、両氏の再任が承認された場合には、当該
契約を継続する予定であります。

13
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第4号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件
　法令に定める監査等委員である取締役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠の監査等委員である取締役１名の
選任をお願いするものであります。
　なお、本議案につきましましては、監査等委員会の同意を得ております。
　補欠の監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

 あ い  

會
 

 
 ざ わ  

澤　
 や す  

安
 

 
お

生（昭和17年12月18日生) 所有する当社の株式数… －株

略歴
昭和41年 ４ 月 中小企業金融公庫（現　日本政策金融公庫）入庫
平成12年 ５ 月 同庫　理事
平成15年 ６ 月 東京中小企業投資育成㈱監査役
平成17年 ３ 月 同社　常務取締役
平成19年 ７ 月 同社　退社
平成19年 ７ 月 ＡＹアソシエイツ　代表（現任）

重要な兼職の状況
ＡＹアソシエイツ　代表

社外取締役候補者とした理由等
前職の中小企業金融公庫の理事を退職後、平成19年７月から、経営コンサルティング会社ＡＹアソシエイツ代表として、中堅企
業の経営指導を行っています。また平成24年６月から４年間、当社の買収防衛策にかかわる特別委員を務めておりました。
このような経験、長年培ってきた知識を活かし、客観的立場から、当社の業務執行の監査・監督をお願いしたく、平成28年６月
の監査等委員会設置会社発足から補欠の監査等委員である社外取締役候補者をお願いしており、今般監査等委員である取締役の
交代期に合わせて補欠の監査等委員である社外取締役候補者といたしました。

(注) １．候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．會澤安生氏は、補欠の社外取締役候補者であります。
３．會澤安生氏が監査等委員である社外取締役に就任した場合には、当社は同氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条

第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額といたしま
す。

以　上

14
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（提供書面）

事業報告（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）

1 企業集団の現況
(1) 当事業年度の事業の状況

① 事業の経過及び成果
　当連結会計年度のわが国経済は、政府・日銀による経済政策や金融緩和等により個人消費、雇用情勢が底堅く推
移し、景気は全体として緩やかな回復基調にあるものの、米国の政権運営や新興国経済の減速懸念、アジアにおけ
る地政学リスクの高まり等による株式市場、為替相場の不安定な動き等を背景に、依然として先行き不透明な状況
が続いております。
　当社グループの主要なお取引先である自動車業界につきましては、海外では中国などを中心に好調を持続してお
り、また国内では無資格者による完成検査問題等の影響もありましたが、主に年度前半の円安基調による輸出が好
調だったこと等により、国内生産台数は9,676千台と前年同期比3.4％の増加となりました。
　このような需要環境のもと当社グループといたしましては、お取引先からのニーズを確実に捕捉し、日本・北米
や新興国を中心とした拡販活動を継続的に推進いたしました結果、売上高は67,876百万円と前期比3,601百万円
（5.6％）の増収となりました。
　一方利益面におきましては、より一層の合理化等を推進いたしましたが、材料費や労務費の高騰等による経費負
担が増加したこと等により、営業利益は10,220百万円と前期比163百万円（△1.6％）の減益、経常利益は10,987
百万円と前期比442百万円（△3.9％）の減益、また親会社株主に帰属する当期純利益は米国の税率減少による法
人税等調整額が減少したこと等により、8,126百万円と前期比122百万円（1.5％）の増益となりました。

第101期
（平成29年３月期）

第102期
（平成30年３月期） 前連結会計年度比

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 増減率

売上高 64,275 67,876 3,601増 5.6％増

営業利益 10,384 10,220 163減 1.6％減

経常利益 11,429 10,987 442減 3.9％減

親会社株主に帰属する当期純利益 8,003 8,126 122増 1.5％増

15

当事業年度の事業の状況



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

連
結
計
算
書
類

監
査
報
告

2018/05/30 13:05:11 / 17369447_株式会社パイオラックス_招集通知（Ｃ）

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

自動車関連等 売上高 63,867百万円

精密部品 開閉機構部品 駆動系部品

クランプ部品

燃料系部品 ファスナー部品 ハーネス部品

　米国をはじめ新興国市場等にグローバル拡販を積極的に推進いたしました結果、売上高は63,867百万円と前期比
3,427百万円（5.7％）の増収となりました。一方利益面においては、収益改善活動をグループ一丸となって推進い
たしましたが、主に材料費や労務費の高騰等による経費負担が増加したこと等により、営業利益は10,901百万円と
前期比223百万円（△2.0％）の減益となりました。

16

当事業年度の事業の状況



2018/05/30 13:05:11 / 17369447_株式会社パイオラックス_招集通知（Ｃ）

医療機器 売上高 4,009百万円

血管用マイクロカテーテル 血管用マイクロバルーンカテーテル

動注カテーテル 微細血管用ガイドワイヤー

　新商品の販売及び拡販を積極的に推進いたしました結果、売上高は4,009百万円と前期比174百万円（4.6％）の
増収となりました。一方利益面においては、増収効果に加え合理化活動を推進したこと等により、営業利益は160百
万円と前期比139百万円（663.0％）の増益となりました。

② 設備投資の状況
　当社グループにおける設備投資の総額は、3,504百万円で、その内容は生産設備1,684百万円、金型1,213百万
円の投資が主なものであります。

③ 資金調達の状況
　当社は、機動的な資金調達の確保の観点から、平成28年８月31日に複数の金融機関との間で1,000百万円のコ
ミットメントラインの設定をしております。

17
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(2) 直前3事業年度の財産及び損益の状況

67,876
59,507 64,341 64,275

第99期
（平成27年３月期）

第102期
（平成30年３月期）

第101期
（平成29年３月期）

第100期
（平成28年３月期）

（単位：百万円）売上高

10,987
9,209 10,063

11,429

第99期
（平成27年３月期）

第102期
（平成30年３月期）

第101期
（平成29年３月期）

第100期
（平成28年３月期）

（単位：百万円）経常利益

8,126

6,300
7,025

8,003

第99期
（平成27年３月期）

第102期
（平成30年３月期）

第101期
（平成29年３月期）

第100期
（平成28年３月期）

（単位：百万円）親会社株主に帰属する当期純利益

第99期
（平成27年３月期）

第102期
（平成30年３月期）

第101期
（平成29年３月期）

第100期
（平成28年３月期）

99,558

87,154
82,794

69,877

86,544

73,933

92,668

79,424

（単位：百万円）総資産/純資産
■■ 総資産　■■ 純資産

226.91

170.44
196.15

223.48

第99期
（平成27年３月期）

第102期
（平成30年３月期）

第101期
（平成29年３月期）

第100期
（平成28年３月期）

（単位：円）1株当たり当期純利益※

2,394.31

1,915.67 2,029.50
2,182.90

第99期
（平成27年３月期）

第102期
（平成30年３月期）

第101期
（平成29年３月期）

第100期
（平成28年３月期）

（単位：円）1株当たり純資産※

第99期
（平成27年３月期）

第100期
（平成28年３月期）

第101期
（平成29年３月期）

第102期
（当連結会計年度）
（平成30年３月期）

売上高 （百万円） 59,507 64,341 64,275 67,876
経常利益 （百万円） 9,209 10,063 11,429 10,987
親会社株主に帰属する当期純利益 （百万円） 6,300 7,025 8,003 8,126
1株当たり当期純利益 （円） 170.44 196.15 223.48 226.91
総資産 （百万円） 82,794 86,544 92,668 99,558
純資産 （百万円） 69,877 73,933 79,424 87,154
1株当たり純資産 （円） 1,915.67 2,029.50 2,182.90 2,394.31

※平成29年４月１日を効力発生日として、普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。そのため第99期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当た
り当期純利益」及び「１株当たり純資産」を算定しております。

18
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(3) 重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況
　該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況

会社名 資本金
（百万円）

当社の議決権比率
（％） 主要な事業内容

㈱パイオラックス エイチエフエス 40 100.0 精密金属ばね・工業用樹脂ファスナーの製
造・販売

㈱パイオラックス メディカル デバイス 490 100.0 医療製品の製造・販売

パイオラックス コーポレーション 1,210万米ドル 100.0 精密金属ばね・工業用樹脂ファスナー及び
小型ユニット製品の製造・販売

パイオラックス リミテッド 1,000万英ポンド 100.0 精密金属ばね・工業用樹脂ファスナー及び
小型ユニット製品の製造・販売

パイオラックス(タイランド)リミテッド 75,000万タイバーツ 100.0 精密金属ばね・工業用樹脂ファスナー及び
小型ユニット製品の製造・販売

東莞百楽仕汽車精密配件有限公司 3,310万米ドル 96.0 精密金属ばね・工業用樹脂ファスナー及び
小型ユニット製品の製造・販売

パイオラックス 株式会社 22,500百万韓ウォン 67.9 工業用樹脂ファスナーの製造・販売

㈱パイオラックス九州 180 100.0 工業用ファスナー及び工業用プラスチッ
ク製品等の製造・販売及び請負

パイオラックス メキシカーナ 11,844万メキシコペソ 100.0
（35.6）

精密金属ばね・工業用樹脂ファスナー及び
小型ユニット製品の製造

武漢百楽仕汽車精密配件有限公司 1,500万米ドル 100.0
（13.3）

精密金属ばね・工業用樹脂ファスナー及び
小型ユニット製品の製造・販売

(注) 議決権比率の（　）内は、間接所有割合で内数であります。

③ 重要な関連会社の状況

会社名 資本金
（百万円）

当社の議決権比率
（％） 主要な事業内容

㈱佐賀鉄工所 310 20.0 自動車及び機械工業向けを主とする六角
ボルト、特殊ボルトの製造・販売

　当社は、自動車用ボルトの大手メーカーである㈱佐賀鉄工所とグローバルな協力関係を構築することを目指して、
資本関係を含む包括的な業務提携契約を締結しております。

19
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(4) 対処すべき課題
　当社グループのコア事業である自動車関連事業は、①成長著しい新興国市場の攻略、②小型車・超低価格車部品の
拡販、③縮小する国内自動車市場への対応、④環境対策車用部品の開発、といった課題に対する取り組みを速やかに
推進する必要があります。
　当社グループといたしましては、メーカーの原点である「良い製品を安く造る」ことに経営資源を集中するため、
受注変動に応じて生産体制を柔軟に見直すほか、コスト削減の徹底により収益基盤の強化に取り組んでまいります。

① お客様サービスの向上
　自動車メーカーのグローバル展開が進み、部品会社間の競争が国内外を問わず激化している環境の中で、当社グ
ループがサプライヤーとして生き残っていくためには、お客様に満足いただけるトップクラスの品質、価格、納期
及び新製品をも含めた開発力の向上が不可欠と認識しております。
　品質面では、既に認証取得を完了しているＩＳＯ/ＴＳ16949:2009の認証基準からＩＡＴＦ16949:2016へ移
行審査が完了し、新たな品質マネジメントシステムに沿った保証体制の継続的な整備拡充に努力してまいります。
　また、価格面では、開発から製造までの一貫した合理化を進めるとともに、ＶＡ（バリュー アナリシス）・ＶＥ
（バリュー エンジニアリング）等の技術提案を積極的に推進することで、競争力確保を図る所存です。
　環境対応については、ＩＳＯ14001:2015の認証を取得し、全てのお客様及び環境法規制の要請に応える体制を
築き上げております。

② 製品群別戦略の強化
　当社グループの製品が置かれている市場の変化に迅速に対応し、事業分野ごとに開発・製造・販売・品質保証に
至るまで一体的な運営を推進するために、ＳＢＵ（戦略的ビジネスユニット）制を導入しております。
　単品の精密ばね、工業用ファスナーから樹脂・金属を組み合わせたユニット部品へのシフトを進めながら、より
付加価値の高い製品の比重をグローバルに高めていく所存です。
　また、自動車の内燃構造が、化石燃料から、環境に優しいＥＶやＨＥＶへとシフトする動きにも着実に追随する
所存です。

③ グローバル体制の拡充
　自動車メーカーからの部品供給要請は、国境・系列を越えて今後も高度化・加速化するものと思われます。
　当社グループとしては、既に拠点を持つアセアン、中国、メキシコといった新興国市場でのビジネスを拡大、深
化させながら、北米や欧州事業と併せて、海外売上高の拡大を図りつつ、海外拠点の収益基盤拡充につなげる所存
です。

20
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④ 医療機器事業の展開
　子会社の株式会社パイオラックス メディカル デバイス（ＰＭＤ）が手掛ける医療機器事業は、ＩＶＲ（血管内
治療）からスタートしましたが、消化器に使用する内視鏡治療、脳外科用の整形分野へと業容を拡大しております。
これからも高齢化社会のニーズを捉え、大学病院等との共同研究によって、商品企画力・営業力の強化を図り、「人
に優しい弾性材料」で作られた医療用具の開発・製造・販売を推進する所存です。

(5) 主要な事業内容（平成30年３月31日現在）

　コイルばね、薄板ばね、ワイヤーフォーム、金属及び合成樹脂ファスナー、ユニット機構部品、医療用具・医療用
機械器具などの製造・販売

21
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(6) 主要な営業所及び工場（平成30年３月31日現在）

当社の主要な事業所
名称 所在地

本店 神奈川県横浜市
横浜テクニカルセンター 神奈川県横浜市
真岡工場 栃木県真岡市
富士工場 静岡県富士市
湘南センター 神奈川県足柄上郡
西日本センター 福岡県京都郡

主要な子会社の事業所（国内）
名称 所在地

㈱パイオラックス エイチエフエス 神奈川県横浜市
㈱パイオラックス メディカル デバイス 神奈川県横浜市
㈱ピーエムティー 神奈川県横浜市
㈱ピーエヌエス 神奈川県横浜市
㈱パイオラックス九州 神奈川県横浜市

主要な子会社の事業所（海外）
名称 所在地

パイオラックス コーポレーション 米国ジョージア州キャントン
パイオラックス リミテッド 英国ランカシャー州アルサム
パイオラックス株式会社 韓国仁川広域市
パイオラックス（タイランド）リミテッド タイ国ラヨン県
東莞百楽仕汽車精密配件有限公司 中国広東省東莞市
パイオラックス インディア プライベート リミテッド インド国アンドラ・プラデシュ州スリシティー市
パイオラックス メキシカーナ メキシコ国ヌエボレオン州アポダカ市
ピーティー パイオラックス インドネシア インドネシア共和国西ジャワ州カラワン県
武漢百楽仕汽車精密配件有限公司 中国湖北省武漢市

主要な関連会社
名称 所在地

㈱佐賀鉄工所 佐賀県佐賀市

22
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(7) 使用人の状況（平成30年３月31日現在）

① 企業集団の使用人の状況
事業部門 使用人数 前連結会計年度末比増減

自動車関連等 3,008（853）名 142名増（ 36名増 ）

医療機器 182（  20）名 8名増（   4名増 ）

全社（共通） 34（  13）名 3名減（   4名増 ）

合　　計 3,224（886）名 147名増（ 44名増 ）
(注) １．使用人数は就業員数であり、臨時従業員（契約社員、嘱託社員、パートタイマー、アルバイト）は（　）内に年間の平均人員を外数で記

載しております。
２．全社（共通）として記載されている使用人数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属しているものです。

② 当社の使用人の状況
使用人数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数

531（304）名 6名増（15名増） 40.9歳 16.1年
(注) 使用人数は就業員数であり、臨時従業員（契約社員、嘱託社員、パートタイマー、アルバイト）は（　）内に年間の平均人員を外数で記載し

ております。

(8) 主要な借入先の状況（平成30年３月31日現在）

　該当事項はありません。

23
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2 会社の現況
(1) 株式の状況（平成30年３月31日現在）

① 発行可能株式総数 137,370,000株
(注)平成29年４月１日付にて実施した株式分割（１株を３株に分割）に伴い、発行可能株式総数は91,580,000株増加しております。

② 発行済株式の総数 39,254,100株（自己株式2,134,577株を含む。）
(注)平成29年４月１日付にて実施した株式分割（１株を３株に分割）に伴い、発行済株式の総数は26,169,400株増加しております。

③ 株主数 6,350名

④ 大株主（上位10名）
株主の氏名または名称 持株数（千株） 持株比率（%）

株式会社佐賀鉄工所 6,045 16.28
ビービーエイチ フオー フイデリテイ ロー プライスド ストツク フアンド
（プリンシパル オール セクター サブポートフオリオ） 2,502 6.74

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,732 4.66

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,659 4.47

加　藤　千江子 1,147 3.09

加　藤　一　彦 1,005 2.70
ビービーエイチ フイデリテイ ピユーリタン フイデリテイ シリーズ
イントリンシツク オポチユニテイズ フアンド 924 2.48

パイオラックス取引先持株会 767 2.06

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES LUXEMBOURG/JASDEC/FIM LUXEMBOURG FUNDS/UCITS ASSETS 730 1.96

合同会社はつき 660 1.77
(注) １．当社は自己株式を2,134,577株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。なお、役員向け株式給付信託が保有する当社

株式95,693株は自己株式には含んでおりません。
２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。
３．平成29年４月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。

(2) 新株予約権等の状況
　該当事項はありません。
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(3) 会社役員の状況
① 取締役の状況（平成30年３月31日現在）

会社における地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役会長 加　藤　一　彦 取締役会議長

代表取締役社長 島　津　幸　彦
営業部門統括
武漢百楽仕汽車精密配件有限公司董事長
東莞百楽仕汽車精密配件有限公司董事長

常務取締役 永　峯　道　男 企画管理部門統括・購買部門統括・ＩＴ部門統括・関係会社統括

常務取締役 佐　藤　精　一 設計部門統括・生産物流部門統括・品質保証部門統括

取締役（監査等委員・常勤） 長　村　由紀夫 監査等委員会委員長
㈱佐賀鉄工所社外監査役

取締役（監査等委員） 今　西　浩　之

公認会計士今西浩之事務所所長
イマニシ税理士法人社員
㈱朝日ネット社外監査役
㈱ソケッツ社外監査役

取締役（監査等委員） 浅　野　謙　一

上野・浅野法律事務所代表
内外テック㈱社外監査役
㈱芝浦電子社外監査役
保証協会債権回収㈱取締役

(注) １．取締役（監査等委員）今西浩之、浅野謙一の２氏は、社外取締役であります。
２．取締役（監査等委員）長村由紀夫、今西浩之、浅野謙一の３氏は以下のとおり、財務及び会計に関する相当の知見を有しております。

・取締役（監査等委員）長村由紀夫氏は、金融機関在籍時には欧州現法で投資銀行業務を経験し、平成16年12月から平成28年６月まで当
社経営管理部長、参与を歴任しました。また、平成23年８月から平成28年６月まで子会社社長として経営にもたずさわり、経営管理全
般及びＩＲの業務にも精通しております。

・取締役（監査等委員）今西浩之氏は、公認会計士の資格を有しております。
・取締役（監査等委員）浅野謙一氏は、弁護士の資格を有しております。

３．監査等委員会の監査・監督機能を強化するため、取締役（監査等委員を除く。）からの情報収集及び重要な社内会議における情報共有並
びに内部監査部門との十分な連携を可能とすべく、長村由紀夫氏を常勤の監査等委員として選定しております。

４．取締役（監査等委員）今西浩之、浅野謙一の２氏につきましては、東京証券取引所に対し、独立役員として届け出ております。
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② 取締役の報酬等の総額
区分 支給人員（名） 報酬等の額（百万円）

取締役（監査等委員である取締役を除く。） 4 152

取締役（監査等委員） 3 26
（うち社外取締役） （2） （9）

合計 7 178
（うち社外役員） （2） （9）

(注) １．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません｡
２．取締役の報酬限度額は、平成28年６月28日開催の第100回定時株主総会において、取締役（監査等委員である取締役を除く。）につい

て年額250百万円以内（ただし、使用人分給与は含まない。）、取締役（監査等委員）について年額50百万円以内と決議いただいており
ます。

３．報酬等の額には、支給予定の役員賞与金が含まれております。
４．当社は、平成17年６月29日開催の第89回定時株主総会終結の時をもって取締役及び監査役の役員退職慰労金制度を廃止し、同株主総会

終結後引き続いて在任する取締役に対しては、役員退職慰労金制度廃止までの在任期間に対応する役員退職慰労金を各氏の退任時に贈呈
することを決議いただいております。

５．上記２．の取締役の報酬限度額とは別枠で、平成29年６月28日開催の第101回定時株主総会において、取締役（社外取締役及び監査等
委員である取締役を除く。）に対する株式報酬の限度額を７年間で560百万円以内と決議いただいております。

③ 責任限定契約の内容の概要
　当社と社外取締役今西浩之、浅野謙一の２氏は、会社法第427条第１項の規定に基づき、損害賠償責任を限定す
る契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額としております。

④ 社外役員に関する事項
イ．他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

・取締役（監査等委員）今西浩之氏は、公認会計士今西浩之事務所所長及びイマニシ税理士法人社員、㈱朝日
ネット社外監査役、㈱ソケッツ社外監査役であります。当社と兼職先との間には特別な関係はありません。

・取締役（監査等委員）浅野謙一氏は上野・浅野法律事務所代表及び内外テック㈱社外監査役、㈱芝浦電子社
外監査役、保証協会債権回収㈱取締役であります。当社と兼職先との間には特別な関係はありません。
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ロ．当事業年度における主な活動状況
ａ．取締役会及び監査等委員会への出席状況

取締役会
（17回開催）

監査等委員会
（11回開催）

出席回数（回） 出席率（％） 出席回数（回） 出席率（％）

取締役（監査等委員）　今　西　浩　之 17 100 11 100

取締役（監査等委員）　浅　野　謙　一 17 100 11 100

ｂ．取締役会及び監査等委員会における発言状況
　今西浩之氏は公認会計士として、浅野謙一氏は弁護士として、培ってきた知識、経験を有し、取締役会及
び監査等委員会の意思決定の妥当性、適正性を確保するための発言をそれぞれ行っております。

(4) 会計監査人の状況
① 名称　　　新日本有限責任監査法人

② 報酬等の額
支払額（百万円）

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 42

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 42
(注) １．当社の重要な海外子会社につきましては、当社の会計監査人以外の公認会計士または会計監査人の監査を受けております。

２．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分してお
らず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

３．当社の監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠等が適切であるかどうかにつ
いて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。

③ 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　当社の監査等委員会は、会計監査人の再任の適否について毎期検証します。会計監査人が会社法や公認会計士法
等の法規に違反または抵触した場合のほか、当社が会計監査人の独立性、効率性、信頼性、監査に関する品質など
において適正でないと判断した場合には、会計監査人を解任または不再任とします。
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(5) 業務の適正を確保するための体制
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正を確保するため
の体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　当社及び当社グループは、コンプライアンス全体を統括する組織として当社代表取締役社長を委員長とし、当社
監査等委員である取締役が参加する「コンプライアンス委員会」を設置する。コンプライアンス委員会は、コンプ
ライアンス担当取締役を指名し、その事務局を経営管理部に置く。
　コンプライアンス委員会は、コンプライアンス体制構築のための規程の整備、マニュアルの制定、情報システム
の構築など実務的対応策を策定し、取締役会及び監査等委員会の承認を得て、当社及び当社グループの各業務部門
に展開する。
　またコンプライアンス委員会は、取締役及び使用人が法令・定款及び当社の経営方針を遵守した業務運営を遂行
するよう研修等により指導する。
　当社及び当社グループは、役員及び使用人が、社内においてコンプライアンス違反行為が行われ、または行われ
ようとしていることに気が付いたときは、経営管理部長、業務監査部長または監査等委員である取締役に通報する
体制を設け、通報者を保護し、不利益な取り扱いをしない。

② 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　当社及び当社グループは、コンプライアンス、製品の品質、技術情報、環境、災害などに係るリスク管理につい
て、それぞれの対応部署において規程、マニュアルの制定、研修の実施、内部監査を実施する体制をとる。
　また品質､環境については、ISO、QSなど国際認証審査機関による定期的な外部審査を受審する。
　会社の財政状態及び経営成績など財務情報の適正性及びその開示の適時性の確保については、経営管理部が法令
及び内部規程に基づいて管理する。これらリスク管理体制の信頼性とトレーサビリティーを担保するため、統合さ
れたコンピューターシステム（ERP）を構築する。
　全社の内部監査を担当する業務監査部は、監査等委員である取締役及び会計監査人と連携しつつ、各部門の業務
運用状況の適正性及び会計処理の正確性を監査し、社長に報告する。

③ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　当社は、定例取締役会を月１回開催し、経営の基本方針及び重要事項の決定ならびに取締役の業務執行状況の監
督を行う。
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　また執行役員制度を採用するとともに、取締役会の業務執行権限の一部を代表取締役社長及び役付取締役に委任
し、会社の意思決定の迅速化を図る。経営の適切な判断を導くための会議体として経営会議を取締役及び執行役員
が出席して月１回開催し、取締役会における経営方針に基づき、具体的な業務執行のために必要な意思決定を行う。
併せて、取締役会と経営会議との経営情報の共有化を図り、業務運営の方針徹底と経営上のリスクに対する感応度
を高める体制を構築する。
　当社は、中期経営計画を立案すると同時に、各年度ごとに年度方針及び予算を策定する。各事業分野を担当する
SBU（戦略的ビジネスユニット）は、これを受けてSBU予算と行動計画を作成し、これに基づく業績管理を行う。

④ 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　当社及び当社グループは、法令ならびに社内規程に基づき文書等（電磁的記録を含む。）の保存及び管理を行う。
　取締役は、これら文書等をいつでも閲覧することができる。

⑤ 当社及び当社グループにおける業務の適正を確保するための体制
　当社コンプライアンス委員会は、当社及び当社グループのコンプライアンスの理念の統一を図り、グループ全体
のコンプライアンスを統括する。
　当社は、子会社及び重要な関連会社に対し、当社の役員または使用人を取締役または監査役として派遣し、それ
らの業務運営を定常的に監督する。
　子会社及び関連会社の経営については、定期的に書面により、ないし当社取締役会において業績報告を受けると
ともに、重要な経営事項の決定に関しては社内規程に基づき、原則として当社の事前承認を取得する。
　業務監査部は、監査等委員である取締役及び会計監査人と連携しつつ、社内規程に基づき、子会社の監査を行う。

⑥ 反社会的勢力を排除するための体制
　当社及び当社グループは、反社会的勢力による不当要求に対し、毅然とした態度で臨み、一切の関係を持たない。
関係部署は、外部の専門機関と連携して反社会的勢力に関する情報を収集・管理し、研修等により社内への周知徹
底を図る。

⑦ 監査等委員会及び監査等委員である取締役の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の
取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性に関する事項ならびに監査等委員会及び
監査等委員である取締役の当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

　監査等委員会及び監査等委員である取締役の職務を補助すべき使用人として必要な人員を配置する。取締役（監
査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、当該人員が監査等委員会または監査等委員である取締役の命令す
る補助職務を行うに当たり、一切の制約をしてはならない。
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　当該人員を人事異動ないし制裁するときは、事前に監査等委員会の同意を得るものとし、また人事評価について、
監査等委員である取締役は意見を述べることができる。

⑧ 監査等委員会への報告体制ならびにその他監査等委員会及び監査等委員である取締役の監査が実効
的に行われることを確保するための体制

　当社及び当社グループの取締役及び使用人は、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実、または法令・定款
に違反する重大な事実を知ったときは、直ちに監査等委員会に報告する。
　当社及び当社グループは、上記の報告を行った者に対し、当該報告をしたことを理由として不利益な取扱いをし
ない。
　また監査等委員である取締役は、取締役会のほか、重要な経営事項の決定がなされる会議に出席するとともに、
業務執行に関する重要な文書を閲覧し、必要に応じて取締役（監査等委員である取締役を除く。）または使用人に
説明を求めることとする。
　監査等委員会は、社長、会計監査人とそれぞれ定期的に意見交換会を開催する。

⑨ 当社の監査等委員である取締役の職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関
する事項

　当社及び当社グループは、監査等委員である取締役がその職務の執行について、当社及び当社グループに対し、
会社法第399条の２第４項に基づく費用の前払い等を請求したときは、担当部門において必要でないと認められた
場合を除き、速やかに当該費用または債務を処理する。
　監査等委員である取締役が職務執行に必要であると判断した場合、弁護士、公認会計士等の専門家に意見・アド
バイスを依頼するなど必要な監査費用を認める。

(6) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　当社は、業務の適正を確保するための体制について、取締役会において決議された「内部統制システムの基本方針」
に基づき、当社及び子会社の内部統制システムを整備運用しております。
　またコンプライアンス委員会を適宜開催し、全社的なコンプライアンス体制の向上を図るとともに取締役会の報告
を実施しております。
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(7) コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方
　当社は、コーポレート・ガバナンスとは、株主、顧客、従業員、取引先など様々な利害関係者（ステークホルダー）
との関係において、法令及び倫理を遵守し透明性を確保した企業経営の基本的枠組みのあり方と理解しております。

① 株主の権利・平等性の確保
　当社は、株主の権利の実質的な確保のため、法令に従い適切に対応するとともに、外国人株主や少数株主にも十
分に配慮し、全ての株主がその権利を適切に行使することができる環境の整備を進めていきます。

② 株主以外のステークホルダーとの適切な協働
　当社は、企業価値を財務的価値のみならず、これと密接な関係にある社会的価値の総和として捉え、従業員、顧
客、取引先、債権者、地域社会など、各ステークホルダーに対するビジョンに基づいて適切な協働を実践していき
ます。また、当社の役職員は、コンプライアンスを最優先の課題と受け止め、全てのステークホルダーの権利・立
場を尊重するとともに、各ステークホルダーと協働する企業風土の実現に向けて、リーダーシップを発揮していき
ます。

③ 適切な情報開示と透明性の確保
　当社は、財務情報のみならず、経営戦略・経営課題、リスクやガバナンスなどの非財務情報についても、自主的
に、明快な説明を行うべく、経営陣自らバランスの取れた、分かりやすく有用性が高い情報提供に取組んでいきま
す。

④ 取締役会等の責務
　取締役会は、株主に対する受託者責任・説明責任を踏まえ、当社の持続的成長と中長期的な企業価値の向上、収
益力・資本効率などの改善を図るため、以下をはじめとする役割・責務を適切に果たしていきます。
イ．長期ビジョンや中期経営計画など、重要な企業戦略を定め、その実行を推進します。
ロ．内部統制システムやリスク管理体制を整備することで、経営陣によるリスクテイクを適切に支えます。

⑤ 株主との対話
　当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資するため、代表取締役をはじめとした経営陣幹部による
様々なインベスター・リレーションズ活動、シェアホルダー・リレーションズ活動により、株主との間で建設的な
目的を持った対話を推進していきます。
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連結計算書類

連結貸借対照表 （単位：百万円）

科目 第102期
平成30年３月31日現在

（ご参考）第101期
平成29年３月31日現在 科目 第102期

平成30年３月31日現在
（ご参考）第101期
平成29年３月31日現在

資産の部
流動資産

現金及び預金
受取手形及び売掛金
電子記録債権
有価証券
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産

建物及び構築物
機械装置及び運搬具
工具器具備品
土地
リース資産
建設仮勘定

無形固定資産
のれん
その他

投資その他の資産
投資有価証券
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

56,136
27,848
14,425
1,913
1,699
4,534
1,565
1,837

695
1,650
△32

43,421
24,339

8,151
7,684
2,225
5,183

36
1,058
1,375

－
1,375

17,706
16,100

65
1,540

△0

50,664
25,474
14,172
1,610

－
4,119
1,359
1,701

637
1,602
△13

42,003
24,552

8,212
7,864
2,272
5,143

38
1,020

963
2

961
16,488
14,967

43
1,478

△0

負債の部
流動負債 9,156 9,702

買掛金 3,566 3,434
短期借入金 － 423
リース債務 10 14
未払法人税等 978 1,269
賞与引当金 868 844
役員賞与引当金 6 5
環境対策引当金 1 2
その他 3,724 3,709

固定負債 3,247 3,541
リース債務 31 41
繰延税金負債 2,278 2,766
役員株式給付引当金 29 －
退職給付に係る負債 225 149
資産除去債務 18 18
その他 664 565

負債合計 12,403 13,244
純資産の部
株主資本 82,802 76,003

資本金 2,960 2,960
資本剰余金 2,888 2,697
利益剰余金 79,982 73,182
自己株式 △3,029 △2,838

その他の包括利益累計額 2,948 2,177
その他有価証券評価差額金 1,902 1,701
繰延ヘッジ損益 △8 －
為替換算調整勘定 1,376 839
退職給付に係る調整累計額 △321 △363

非支配株主持分 1,402 1,243
純資産合計 87,154 79,424

資産合計 99,558 92,668 負債純資産合計 99,558 92,668
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連結損益計算書 （単位：百万円）

科目
第102期

平成29年 4 月 1 日から
平成30年 3 月31日まで

（ご参考）第101期
平成28年 4 月 1 日から
平成29年 3 月31日まで

売上高 67,876 64,275

売上原価 47,054 44,214

売上総利益 20,822 20,060

販売費及び一般管理費 10,601 9,676

営業利益 10,220 10,384

営業外収益 1,029 1,125

受取利息 83 69

受取配当金 66 65

持分法による投資利益 755 770

その他 124 220

営業外費用 262 80

支払利息 8 21

その他 254 58

経常利益 10,987 11,429

特別利益 － 25

投資有価証券売却益 － 25

特別損失 261 114

減損損失 46 114

厚生年金基金解散損失 215 －

税金等調整前当期純利益 10,725 11,340

法人税、住民税及び事業税 3,108 2,941

法人税等調整額 △606 294

当期純利益 8,224 8,105

非支配株主に帰属する当期純利益 97 101

親会社株主に帰属する当期純利益 8,126 8,003
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連結株主資本等変動計算書
第102期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで） （単位：百万円）

株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成29年４月１日　残高 2,960 2,697 73,182 △2,838 76,003
連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △1,326 △1,326
親会社株主に帰属する
当期純利益 8,126 8,126

自己株式の取得 △0 △0
自己株式の処分 191 108 299
株式給付信託による自己株
式の取得 △299 △299
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 － 191 6,800 △191 6,799
平成30年３月31日　残高 2,960 2,888 79,982 △3,029 82,802

その他の包括利益累計額
非 支 配
株主持分 純資産合計その他有価証券

評 価 差 額 金
繰 延 ヘ ッ ジ
損 益

為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に係る
調 整 累 計 額

そ の 他 の
包括利益累計額
合 計

平成29年４月１日　残高 1,701 － 839 △363 2,177 1,243 79,424
連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △1,326
親会社株主に帰属する
当期純利益 8,126

自己株式の取得 △0
自己株式の処分 299
株式給付信託による自己株
式の取得 △299
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額) 200 △8 536 42 771 159 930

連結会計年度中の変動額合計 200 △8 536 42 771 159 7,730
平成30年３月31日　残高 1,902 △8 1,376 △321 2,948 1,402 87,154
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計算書類

貸借対照表 （単位：百万円）

科目 第102期
平成30年３月31日現在

（ご参考）第101期
平成29年３月31日現在 科目 第102期

平成30年３月31日現在
（ご参考）第101期
平成29年３月31日現在

資産の部
流動資産

現金及び預金
受取手形
電子記録債権
売掛金
有価証券
製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
前払費用
繰延税金資産
未収入金
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産

建物
構築物
機械及び装置
車両運搬具
工具器具備品
土地
建設仮勘定

無形固定資産
借地権
商標権
ソフトウエア
その他

投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
出資金
関係会社出資金
従業員長期貸付金
関係会社長期貸付金
長期前払費用
その他
貸倒引当金
投資損失引当金

30,370
13,892

187
1,619
6,616
1,699
1,106

619
301
101
328

2,445
1,473
△21

33,909
8,401
1,551

134
1,553

7
525

4,315
313
208
44
－

136
27

25,299
2,613

16,811
0

4,318
3

1,735
16

722
△269
△652

26,350
12,529

267
1,386
7,026

－
1,140

578
276
104
312

2,272
456
△0

34,828
8,133
1,622

141
1,394

7
508

4,315
143
565
44
0

179
341

26,130
2,398

16,811
0

4,318
4

2,785
24

643
△280
△575

負債の部
流動負債 8,386 8,416

買掛金 1,779 1,867
未払金 742 812
未払費用 532 497
未払法人税等 564 766
前受金 － 0
預り金 4,135 3,869
前受収益 6 7
賞与引当金 608 590
役員賞与引当金 3 3
環境対策引当金 1 2
その他 12 －

固定負債 1,630 1,481
繰延税金負債 914 877
役員株式給付引当金 29 －
資産除去債務 2 2
長期未払金 409 409
その他 274 192

負債合計 10,016 9,897
純資産の部
株主資本 52,773 49,928

資本金 2,960 2,960
資本剰余金 2,887 2,696

資本準備金 2,571 2,571
その他資本剰余金 315 124

利益剰余金 49,657 46,811
利益準備金 512 512
その他利益剰余金 49,144 46,299

配当平均積立金 700 700
圧縮記帳積立金 852 852
別途積立金 40,485 36,685
繰越利益剰余金 7,107 8,061

自己株式 △2,732 △2,540
評価・換算差額等 1,489 1,353

その他有価証券評価差額金 1,498 1,353
繰延ヘッジ損益 △8 －

純資産合計 54,263 51,281
資産合計 64,280 61,179 負債純資産合計 64,280 61,179
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損益計算書 （単位：百万円）

科目
第102期

平成29年 4 月 1 日から
平成30年 3 月31日まで

（ご参考）第101期
平成28年 4 月 1 日から
平成29年 3 月31日まで

売上高 32,411 32,510

売上原価 24,874 24,708

売上総利益 7,536 7,801

販売費及び一般管理費 4,131 4,051

営業利益 3,405 3,750

営業外収益 2,533 2,439

受取利息及び配当金 1,627 1,605

その他 905 833

営業外費用 82 292

支払利息 12 14

その他 69 278

経常利益 5,855 5,896

特別利益 － 349

固定資産売却益 － 45

投資有価証券売却益 － 25

抱合せ株式消滅差益 － 278

特別損失 250 41

投資損失引当金繰入額 77 41

厚生年金基金解散損失 173 －
税引前当期純利益 5,605 6,205

法人税、住民税及び事業税 1,430 1,442

法人税等調整額 △41 △27

当期純利益 4,217 4,790
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株主資本等変動計算書
第102期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで） （単位：百万円）

株主資本

資本金
資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合 計資本準備金 そ の 他

資本剰余金 利益準備金
その他利益剰余金

配当平均
積 立 金

圧縮記帳
積 立 金

別 途
積 立 金

繰越利益
剰 余 金

平成29年４月１日　残高 2,960 2,571 124 512 700 852 36,685 8,061 △2,540 49,928
事業年度中の変動額

剰余金の配当 △1,371 △1,371
自己株式の処分 191 108 299
当期純利益 4,217 4,217
自己株式の取得 △0 △0
株式給付信託による
自己株式の取得 △299 △299
別途積立金の積立 3,800 △3,800 －
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額)

事業年度中の変動額合計 － － 191 － － － 3,800 △954 △191 2,845
平成30年３月31日　残高 2,960 2,571 315 512 700 852 40,485 7,107 △2,732 52,773

評価・換算差額等
純資産合計その他有価証券

評 価 差 額 金 繰延ヘッジ損益 評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

平成29年４月１日　残高 1,353 － 1,353 51,281
事業年度中の変動額

剰余金の配当 △1,371
自己株式の処分 299
当期純利益 4,217
自己株式の取得 △0
株式給付信託による
自己株式の取得 △299
別途積立金の積立 －
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額) 145 △8 136 136

事業年度中の変動額合計 145 △8 136 2,981
平成30年３月31日　残高 1,498 △8 1,489 54,263
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監査報告

連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
平成30年５月18日

株式会社パイオラックス
取締役会　御中

新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員 公認会計士 志　村　さやか ㊞業 務 執 行 社 員
指定有限責任社員 公認会計士 伊　東　　　朋 ㊞業 務 執 行 社 員

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社パイオラックスの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの
連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査
を行った。
連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示すること
にある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内
部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。当
監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算
書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求
めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判
断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統
制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を
立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及び
その適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社パイオラ
ックス及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示
しているものと認める。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
平成30年５月18日

株式会社パイオラックス
取締役会　御中

新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員 公認会計士 志　村　さやか ㊞業 務 執 行 社 員
指定有限責任社員 公認会計士 伊　東　　　朋 ㊞業 務 執 行 社 員

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社パイオラックスの平成29年４月１日から平成30年３月31日
までの第102期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細
書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正
に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するた
めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明する
ことにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査
法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに
基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、
当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用
される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、
状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま
た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類
及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当
該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査等委員会の監査報告

監　査　報　告　書

　当監査等委員会は、平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第102期事業年度における取締役の職務の執行について監査

いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容

　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づ

き整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を

受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。

①監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部監査部門その他内部

統制所管部門と連携の上、重要な会議等における意思決定の過程及び内容、主要な決裁書類その他業務執行に関する重要な書

類等の内容、取締役（及び主要な使用人等）の職務執行の状況、並びに会社の業務及び財産の状況を調査しました。また、子

会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受け

ました。

②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職

務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われるこ

とを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28

日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計

算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び

連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は､法令及び定款に従い､会社の状況を正しく示しているものと認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。

③内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の

記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成30年５月23日

株式会社パイオラックス　監査等委員会
常勤監査等委員 長　村　由紀夫 ㊞
監 査 等 委 員 今　西　浩　之 ㊞
監 査 等 委 員 浅　野　謙　一 ㊞

(注) 監査等委員今西浩之及び浅野謙一は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役であります。

以　上
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定時株主総会会場ご案内図

会場
当社横浜テクニカルセンター　４階ホール
神奈川県横浜市保土ケ谷区狩場町179番地　TEL（045）710－1551（代）

交通
ＪＲ横須賀線「保土ケ谷駅」下車　東口駅前バス停１番乗場にて乗車　約15分
権太坂下車（この乗場より発車するバスはすべて権太坂に停車いたします。）

国道１号線 保土ヶ谷橋

JR
保土ヶ谷駅

至横浜／東京

首都高速狩場線　K3

至東戸塚
狩場インター

権太坂
バス停

至山下／
羽田

永田IC

（株）パイオラックス
横浜 テクニカルセンター

至戸塚／小田原

保土ヶ谷駅
東口バス停

保
土
ヶ
谷
バ
イ
パ
ス

横
浜
横
須
賀
道
路

（お願い）おそれいりますが駐車場には限りがございますので、お車でのご来場はご遠慮くださいますようお願い申しあげます。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

地図




